
息の長い交流の実現に向けて
静岡県企画広報部地域外交課

1 はじめに

日本における 98 番目（当時）の空港として、平
成 21 年（2009 年）6月に開港した富士山静岡空
港。開港当初の国際線はソウル、上海の2路線の
みでしたが、新たに台湾桃園との路線が開設され
たのは、空港が開港してから2年9か月あまりを
過ぎた平成 24 年（2012 年）3月のことでした。
日本の地方自治体が、こぞって台湾における観
光誘客や路線誘致を積極的に展開しているなか、
富士山静岡空港と桃園、高雄、台中、花蓮の各空
港とを結んだ 190 便ほどのチャーター便運航実績
と日台間のオープンスカイ協定締結が追い風と
なっての路線開設となりました。
この路線の開設は、表面的には時流に乗ったタ
イミングの良い取組みの結果として捉えられます
が、静岡県内はもとより台湾における関係各位の
理解と協力、そして熱い思いの結実と言えます。

本県と台湾の関係は、路線の開設を前後にター
ニングポイントを迎えたと考えられますが、その
関係には、あまり知られていない歴史があること
を、次に御紹介します。

2 静岡県と台湾の歴史的なつながり

（1）サトウキビ栽培地の北限
6月、台湾では梅雨が明け、じりじりとした本
格的な南国の夏が始まります。外に出ることも億
劫になるほどの炎天下、屋外で作業する時には、
ミネラル分や水分を補給し、熱中症を予防します
が、口に含むものとして一番のお勧めは、天然成
分たっぷりの黒砂糖です。
黒砂糖の原料は、御存知のとおり、甘蔗（かん
しゃまたはかんしょ）つまりサトウキビです。現

在、日本では、そのほとんどが沖縄県、鹿児島県
で生産されていますが、サトウキビの栽培地の北
限は、北緯約 34 度に位置する静岡県掛川市（旧大
須賀町横須賀）であることを御存知でしょうか。
静岡県でのサトウキビの栽培は、江戸時代に遡

り、精製された砂糖は「横須賀白（よこすかしろ）」
の名で全国に販売されていました。もともとは、
当時この地を治めていた横須賀藩藩主西尾家の家
老である潮田覚右衛門の次男信助が、この地域に
はまだなかったサトウキビの栽培法や製糖法を土
佐の国（高知県）から持ち帰り伝えたことが始ま
りとされていて、現在では、その伝統を受継ぐ地
元の方々が、土佐の国の人々に感謝の意を込め、
甘蔗（かんしゃ＝感謝）糖と名付け、販売を続け
ています。

台湾は日本統治時代、砂糖の一大生産地として
位置づけられ、多くの日本人が海を渡っています。
サトウキビという作物に関する静岡県と台湾の意
外な共通項において、台湾における歴史の1ペー
ジに、本県出身の人物がその名前を残しています。

（2）歴史に名を残した静岡県人
「横須賀白」より時代を下った明治時代、サトウ
キビの栽培地北限の掛川市の北に隣接する静岡県
森町に、良質な砂糖を溶かして結晶化させて作る
氷砂糖の製法を発明した人物が現れました。
その人の名は、鈴木藤三郎。明治 16 年（1883

年）当時、鈴木藤三郎は森町で家業である菓子商
を営んでいましたが、氷砂糖製法を確立させると、
立て続けに、白砂糖の製造、製糖機械の発明、日
本精製糖株式会社（現：大日本明治製糖株式会社）
の創立と、本格的な製糖事業を展開しました。
日清戦争後、日本統治のもと、経済の中心に製
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糖業が位置づけられていた台湾で、明治 33 年
（1900 年）、製糖技術に精通していた鈴木藤三郎
は、台湾製糖株式会社初代社長に就任しました。
そして、北回帰線（北緯約 23 度）を越えた熱帯の
地、台湾南部の橋頭（現高雄市）に、最初の工場
を建設し、のちの台湾製糖株式会社発展の基礎を
築いています。
鈴木藤三郎が、氷砂糖の製法を発明したその年、

森町の西に隣接する静岡県袋井市に、後に台湾製
糖株式会社に 25 年間籍を置くこととなる鳥居信
平が生まれます。
日本統治時代の台湾で農業水利事業に大きな貢
献をし、「嘉南大圳（かなんたいしゅう)＊の父」と
呼ばれる八田与一が、まさに嘉南大圳建設（大正
9年（1920 年）～昭和5年（1930 年））に取組んで
いたころ、それより少し南に下った屏東県林辺渓
で、鳥居信平は、世界でも珍しい地下ダムの建設
に取組み、それを完成させました。
屏東県が位置する台湾南部は、現在でも台風が
直撃する地域です。台湾での製糖業を支える台湾
南部のサトウキビ畑を風水害から守るため、治水
や灌漑に土木技術者を必要としていました。台湾
に渡った鳥居信平は、現地の自然をじっくり観察
し、風土に適したダムを地元との方々と共に築い
たのです。
鳥居信平と八田与一の共通点は、旧制第四高等
学校（金沢）と東京帝国大学に学び、台湾で農業
土木に携わったこと、そして作られたダムと灌漑
施設が今でも大切に使われていること、そして、
2人の日本人が今でも台湾で語り継がれているこ
とです。年齢は、鳥居信平の方が八田与一より3
つ年上と近く、当時の台湾で2人が同志あるいは
ライバル意識を持ち、ともに切磋琢磨しながら仕
事に没頭していたことでしょう。
＊台湾南部の嘉義県と台南市にまたがり、烏頭山ダムと、

嘉南平野に 16,000km にわたってはりめぐらされた用水

路からなる水利施設

3 静岡県の“くにづくり”と台湾

日本の理想郷として、“くにづくり”を進める静
岡県は、日本の一地方としてのみならず、富士山
のように憧れを集め、誇りや尊敬の対象として存
在する“ふじのくに”として、近隣の諸外国・地
域と相互にメリットのある民間団体や企業、県民
等の交流を促進することにより、県勢の一層の発
展に努める“地域外交”を展開しています。
本県では台湾との交流促進に当たり、このよう

な方針のもと、台湾へ働きかけるために、本県か
ら積極的に台湾に足を運ぶことを大切にしてきま
した。路線の実現は、そのような働きかけの結果
としての一里塚に過ぎません。

（1）台湾を知ることから
これまで、静岡県では、県内において、台湾に

関する情報を広く県民に伝え、興味を持っていた
だくため、台湾観光協会と協力して実施した台湾
観光 PR、航空会社と協力して開催した旅行会社
対象のセミナー、台湾を良く知る方々による県民
向けのトークショーやテレビ・ラジオ番組の放送
等により、台湾を以前より身近に感じていただけ
るよう工夫を重ねてきました。
これらの周知等により、県民の台湾への関心が

高まり、定期路線開設前には、県内の民間機関、
自治体等が、積極的にチャーター便を利用して本
県から台湾へ向かい、同じ機材で多くの台湾の方
が本県を訪れてくださいました。
本県では、路線が開設された現在でも、関心を

高める周知活動を継続していますが、このような
取組みが、台湾側から評価され、日本の自治体と
しては初となる「台湾観光貢献賞」の受賞（2013
年2月）につながったと考えています。

（2）交流のひろがり
以上の取組みのほか、本県と台湾において、同
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じ分野で活動する人々が出会う機会も増えていま
す。本県における様々な事例を通じて見えてきた
ことは、交流の推進には、それに関わる方々の理
解や熱意があってこそ、時間や経費を掛ける価値
があり、片思いであっては一過性のものにしかな
らず、交流に関わろうとする双方の思いが一致し
た時に、交流が前に動き出すということです。
良好な日台関係を反映し、日本と台湾の官民を
問わず、観光誘客を目的とした協定締結や覚書の
交換がメディアを賑わす場面が多くなっています
が、今から 30 年ほど前、本県の大井川鉄道と阿里
山森林鉄路との間には、鉄道に関する施設整備・
事業経営面における実質的な交流を目指した姉妹
提携が行われています。提携当時に関わった人々
はすでに第一線を退かれていますが、熱い思いは
受け継がれ、その交流は途切れることなく、現在
に続いています。
東西に長い本県の伊豆半島のさらに南端に位置
する南伊豆町では、「景勝地として有名な弓ケ浜
を、年間を通じて人が集う場所にしたい」という
地元の方々の熱意が、海外からの参加者も交えて

年に数回開催されるオープンウォータースイミン
グ大会に結実しました。
オープンウォータースイミングは、湖・海など

の自然の水域を泳ぐいわゆる遠泳で、オリンピッ
ク北京大会から正式種目になっており、主に欧米
やオーストラリアで盛んな競技です。
波穏やかな天然の内湾と白い砂浜が特徴の弓ケ

浜を擁する南伊豆町は、この競技を町の交流・誘
客の核の一つと位置づけ、愛好者が多い国々から
参加を呼びかけてきました。台湾の日月潭で毎年
9月に3万人もの人が参加する世界最大級の大会
にも積極的に出かけて交流したことに加え、大会
の関係者や愛好者を招いて南伊豆町の良さを体験
していただいた結果、今では毎年選手が参加する
ようになりました。
青少年交流では、野球やバスケットの県高校選

抜チームが台湾の強豪校との対戦を毎年実施して
いるほか、静岡県内の高校を訪日教育旅行で訪問
する台湾の学校が次第に増えてきています。
さらに、誰もが気軽に楽しむことができるペタ

ンク（コート上に描いたサークルを基点として木
製の目標球に金属製のボールを投げ合って、相手
より近づけることで得点を競うフランス発祥のス
ポーツ）の相互訪問での交流試合、お茶愛好家団
体による台湾での茶文化交流等、多分野にわたる
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注釈：弓ヶ浜（南伊豆町）での大会には、毎年、台湾からの参加者も



交流が次第に広がりを見せています。
このように、本県には期間の長短はあっても、
交流に関わる人々の一致した思いによって交流が
前に動き出している事例が多く、路線開設により
その動きが一層活発となっています。

（3）ふじのくに静岡県台湾事務所の開設
鳥居信平と八田与一が、台湾でダムの建設に関
わっていた時代から 100 年が経とうとしていま
す。その間、日本と台湾はともに時代の荒波を乗
り越えて来ました。一昨年の東日本大震災では、
台湾の方々から温かい支援や励ましの声をいただ
き、胸を熱くした日本人は多いのではないでしょ
うか。
本県は、先人から学び、台湾の方々に語り継が
れるような一過性に流れない息の長い交流へさら
に“脱皮”するため、巳年の今年4月、台湾台北
市内に駐在員事務所を構えました。
事務所を構えた同じ日、台湾で最も高く、富士
山と同様、地元の人々から聖山として親しまれて
いる玉山と富士山に関わる民間団体が、友好山締

結に向けた覚書を取り交わしました。今後、山を
巡る様々な分野の交流が盛んになるよう本県とし
ても支援をしていきます。
そしてこの6月、富士山が世界文化遺産に登録

されました。本県が富士山のように憧れを集め、
誇りや尊敬の対象として存在する“ふじのくに”
として、台湾の方々からも親しんでいただけるよ
う、駐在員事務所を十分に活用し、さらに積極的
に取組みを進めていきたいと考えています。
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注釈：これまで交流のあった多くの台湾の関係者が開所を祝った

ふじっぴー

(静岡県承認済)



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


